
年

度

金

額

平
成
二
十
九
年
度

三
千
八
百
七
億
円

平
成
三
十
年
度

三
千
三
百
六
十
七
億
円

平
成
三
十
一
年
度

二
千
九
百
六
十
一
億
円

平
成
三
十
二
年
度

二
千
五
百
三
十
三
億
円

平
成
三
十
三
年
度

二
千
九
十
二
億
円

平
成
三
十
四
年
度

千
六
百
五
十
六
億
円

平
成
三
十
五
年
度

千
二
百
十
七
億
円

平
成
三
十
六
年
度

八
百
三
十
四
億
円

平
成
三
十
七
年
度

五
百
二
十
五
億
円

平
成
三
十
八
年
度

二
百
八
十
五
億
円

平
成
三
十
九
年
度

百
三
十
四
億
円

平
成
四
十
年
度

四
十
一
億
円

平
成
四
十
一
年
度

十
四
億
円

平
成
四
十
二
年
度

七
億
円

平
成
四
十
三
年
度

二
億
円

平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

附
則
第
九
条
第
二
号
中
「
平
成
二
十
八
年
度
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
改
め
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
第
一
項
中
「
、
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、「
場

合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
将
来
負
担
比
率
が
政
令
で
定
め
る
数
値

を
超
え
る
」
を
「
将
来
負
担
比
率
が
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十

四
号
）
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
数
値
以
上
の
」
に
改
め
、「
）
で
あ
つ
て
、
当
該
地
方
公
共

団
体
が
起
こ
す
当
該
年
度
の
地
方
債
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
地
方
債
の
合
計
額
が
政
令
で
定
め
る
額
（
第
七
項
に
お
い

て
「
協
議
不
要
基
準
額
」
と
い
う
。）を
超
え
な
い
も
の
（
」
を
削
り
、「
こ
の
項
、
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
」

を
「
こ
の
条
」
に
、「「
公
的
資
金
」
を「「
特
定
公
的
資
金
」
に
、「
又
は
公
的
資
金
」
を
「
又
は
特
定
公
的
資
金
」
に

改
め
、「
場
合
（
」
の
下
に
「
特
定
公
的
資
金
を
も
つ
て
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
、」を
加
え
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）」を
「
同
法
」
に
、「
公
的
資
金
か
ら
」
を
「
変
更
し
、

第
七
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。）は
」
を
「
を
も
つ
て
地
方
債
を
起
こ
そ
う
と
す

る
場
合
を
除
く
。）に
は
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
公
的
資
金
」
を
「
特
定
公
的
資
金
」に
、

「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
公
的
資
金
」
を
「
特
定
公
的
資
金
」
に
改
め
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

地
方
公
共
団
体
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
方
債
に
つ
い
て
の
み
、
当
該
各
号
に
定
め
る
公
的
資
金
（
政
令
で

定
め
る
公
的
資
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
お
い
て
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
た
地
方
債

当
該
同
意

に
係
る
公
的
資
金

二

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
地
方
債
の
う
ち
、
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
地
方
債

当
該
届
出
に
係
る
特
定
公
的

資
金
以
外
の
公
的
資
金

８

前
項
各
号
に
掲
げ
る
地
方
債
に
係
る
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
は
、
地
方
交
付
税
法
第
七
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
同
条
第
二
号
の
地
方
団
体
の
歳
出
総
額
の
見
込
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
の
三
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
本
文
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
」に
改
め
、「
、
又
は
」

の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
は
」
を
「
場
合

に
は
」
に
改
め
、「
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第

九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
に
規
定
す
る
協
議
に
お
け
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
お
け
る
」
に
、「
総
務

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
に
お
い
て
同
意
を
す
る
地
方
債
（
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
さ
れ
る
地
方
債
の
う
ち
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意
を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
」
を
「
第
七
項
各
号
に
掲
げ
る
地
方
債
」
に
改
め
、「
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同

条
第
十
二
項
中
「
に
規
定
す
る
協
議
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
協
議
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
す
る
。

第
五
条
の
四
第
一
項
中
「
起
こ
し
、
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加

え
、「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
若
し
く
は
同
条
第
六
項
」
を
「
、
若
し
く
は
同
条
第

六
項
」
に
、「
又
は
こ
の
項
」
を
「
、
又
は
こ
の
項
」
に
、「
地
方
債
」
を
「
、
地
方
債
」
に
、「
又
は
起
債
」
を
「
、
又

は
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
起
債
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
、
又
は
」
の

下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
条

第
五
項
中
「
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
」
を

「
あ
る
場
合
に
お
い
て
」
に
改
め
、「
、
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加

え
、
同
条
第
六
項
中
「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
同
条
第
九
項
」

を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
、「
経
費
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
三
中
「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
同
項
に
規
定
す

る
」
を
「
都
道
府
県
の
行
う
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
五
の
五
中
「
平
成
二
十
七
年
度
」
を
「
平
成
三
十
七
年
度
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
二
項
中
「
、
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を

加
え
、「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
第
五
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
同
条

第
九
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
、「
経
費
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
中
「
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
、
又
は
」
の
下
に
「
起
こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、「
場
合
は
」を「
場

合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
五
条

の
三
第
九
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
八
第
一
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
」
を
「
平
成
三
十
七
年
度
」
に
改
め
、「
、
又
は
」
の
下
に
「
起

こ
そ
う
と
し
、
若
し
く
は
起
こ
し
た
地
方
債
の
」
を
加
え
、「
場
合
は
」
を
「
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書

中
「
場
合
に
つ
い
て
は
」
を
「
場
合
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第

七
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
、「
経
費
に
つ
い
て
」
の

下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
八
の
二
第
一
項
中
「
平
成
二
十
六
年
度
及
び
平
成
二
十
七
年
度
」
を「
平
成
二
十
八
年
度
」に
、「
及

び
第
十
一
項
」
を
「
及
び
第
十
項
」
に
、「
同
項
第
三
号
中
「
第
五
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
ま
で
、
第
三
十

三
条
の
五
の
七
第
二
項
又
は
第
三
十
三
条
の
八
第
一
項
」
と
、
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
八
年
度
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成
三
十
七
年
度
ま
で
」
に
、「
及
び
第
十
一
項
」

を
「
及
び
第
十
項
」
に
、「
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
八
第
一
項
」

に
、「
同
項
第
三
号
中
「
第
五
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
ま
で
又
は
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
二
項
」
と
、
同

条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、「
並
び
に
第
三
十
三
条
の
五
の
七
第
二
項
」
を
「
並
び
に
第
三
十
三
条
の
八

第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
チ
ま
で
」
を
「
ヌ
ま
で
」
に
、「
リ
か
ら
ル
ま
で
」
を
「
ル
か
ら
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
ヘ
に
」
を
「
チ
に
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
が
設
立
法
人
以
外
の
者
の
た
め
に
債
務

を
負
担
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
債
務
の
額
」
を
削
り
、「
こ
れ
ら
の
者
」
を
「
当
該
設
立
法
人
」
に
改
め
、
同

号
中
ル
を
ワ
と
し
、
ヌ
を
ヲ
と
し
、
同
号
リ
中
「
ヘ
ま
で
」
を
「
チ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
リ
を
同
号
ル
と
し
、
同

号
中
チ
を
ヌ
と
し
、
ト
を
リ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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